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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。
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（１）

去
る
２
月

16
日
（
金
）
に
第

22
回
電

算
労
・
電
算
労
組
合
同
定
期
大
会
が
６
組

合
・
支
部
か
ら

19
名
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
小
林
寛
志
議
長
か
ら
、
「
今
年

の
こ
ん
ぴ
ゅ
う
た
の
新
年
号
の
『
労
働
者

の
働
き
方
は
自
分
た
ち
が
決
め
る
！
』
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
挨
拶
の
中
で
政
府
が
提

案
し
よ
う
と
し
て
い
る
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
労
働
者
が
求
め
る
『
働
き
方
』
で
は

な
く
、
『
働
か
せ
方
』
で
あ
る
と
し
て
批

判
し
た
。
２
月
に
入
り
、
複
数
の
弁
護
士

か
ら
働
き
方
改
革
一
括
法
案
の
内
容
と
問

題
点
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
詳
細
を
知

れ
ば
知
る
ほ
ど
恐
ろ
し
い
法
案
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
現
行
の
８
つ
の
法
律
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
一
番
影
響

の
大
き
い
の
は
労
働
基
準
法
で
あ
り
、
３

つ
の
点
が
危
う
い
。
一
つ
は
、
残
業
の
罰

則
付
き
の
上
限
規
制
。
一
見
よ
さ
そ
う
に

思
え
る
が
、
そ
の
規
制
は
月
間

80
時
間
、

年
間
繰
り
返
す
と
９
６
０
時
間
と
い
う
上

限
時
間
ま
で
働
い
て
も
よ
い
と
い
う
お
墨

付
き
を
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る

と
過
労
死
で
亡
く
な
っ
て
も
労
災
認
定
が

下
り
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
つ
目

は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
が
看
板
を
付
け
替
え
て
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
と
し
た
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
。

労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
の
制
約
が
取
り

払
わ
れ
て
し
う
。
死
ぬ
ま
で
働
い
て
も
会

社
は
御
咎
め
な
し
と
な
る
。
三
つ
目
は
裁

量
労
働
制
の
拡
大
。
利
益
を
追
求
す
る
日

本
の
企
業
は
基
本
的
に
労
働
者
が
で
き
る

だ
け
少
な
い
賃
金
で
働
い
て
く
れ
る
こ
と

が
一
番
好
ま
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
労
働
者

の
人
権
と
命
を
守
る
労
働
基
準
法
が
有
る

た
め
こ
れ
を
邪
魔
者
扱
い
し
て
い
る
。
今

回
の
働
き
方
改
革
の
一
括
８
法
案
と
い
う

の
は
、
経
済
界
の
強
力
な
プ
ッ
シ
ュ
が
あ

り
、
さ
ら
に
主
導
し
て
い
る
の
は
厚
生
労

働
省
で
は
な
く
経
済
産
業
省
な
の
で
経
済

問
題
で
あ
り
、
決
し
て
労
働
問
題
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
こ
の
８

法
案
が
通
っ
て
し
ま
う
と
、
労
働
者
は
も

の
が
言
え
ず
死
ぬ
ま
で
働
か
せ
ら
れ
る
奴

隷
化
法
案
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、

危
険
な
法
案
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
大

会
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
た
い
。
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
山
南
人
事
務
局
長
か
ら
２

０
１
７
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
２
０
１
８

年
度
方
針
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
春
闘
報
告
で
は
、

「
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
に
お
い
て
は
、
Ⅰ
～
Ⅲ
等

格
の
成
果
給
が
平
均
４
，
２
０
０
円
、
Ⅰ

～
Ⅳ
等
格
の
等
格
給
が
１
，
７
０
０
円
の

引
上
げ
で
、
４
年
連
続
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
勝
ち
取
っ
た
。
」

「
Ｎ
Ｊ
Ｋ
で
は
、
定
昇
プ
ラ
ス
１
％
以
上

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
い
う
要
求
で
臨
み
、

結
果
９
年
ぶ
り
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
獲
得

し
、
定
昇
３
，
３
５
２
円
（
１
．
１
４
％
）
、

ベ
ア
１
，
０
０
０
円
（
０
．
３
４
％
）
で

あ
っ
た
。
一
時
金
で
は
、
夏
季
２
．
５
８
ヵ

月
、
冬
季
２
．
３
ヵ
月
の
合
計
４
．
８
８
ヵ

月
を
要
求
し
、
回
答
は
夏
季
２
．
１
ヵ
月
、

冬
季
２
．
０
ヵ
月
の
合
計
４
．
１
ヶ
月
を

獲
得
し
、
昨
年
を
０
．
５
ヵ
月
上
回
っ
た
。
」

「
Ｐ
Ｕ
Ｃ
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
夏

の
一
時
金
に
つ
い
て
契
約
社
員
と
パ
ー
ト

に
そ
れ
ぞ
れ
１
万
円
と
５
千
円
が
支
給
さ

れ
た
。
一
時
金
は
夏
季
２
．
５
２
２
ヶ
月

プ
ラ
ス
３
０
，
０
０
０
円
、
冬
季
２
．
３

７
９
ヶ
月
を
得
た
。
」

「
東
和
シ
ス
テ
ム
で
は
、
定
昇
＋
３
千
円

（
３
．
３
１
％
）
の
賃
上
げ
を
要
求
し
、

１
，
０
０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
含
む

９
，
３
８
７
円
（
２
．
７
５
％
）
を
獲
得

し
た
。
一
時
金
は
年
間
で
６
ヶ
月
を
要
求

し
、
年
間
４
．
８
ヶ
月
の
回
答
で
昨
年
よ

り
０
．
２
ヶ
月
の
ダ
ウ
ン
。
」

「
労
供
支
部
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
セ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
賃
金
改
定
に
お
い
て
、
昨
年
実

績
を
１
２
，
３
２
５
円
上
回
り
、
平
均
で

２
．
１
％
の
賃
上
げ
を
獲
得
し
た
。

SS

の
平
均
年
齢
は

51
才
で
、
平
均
年
収
は

７
２
０
万
円
。
電
算
労
の

51
才
の
平
均

基
準
賃
金
に
残
業
代
、
一
時
金
、
社
会
保

険
事
業
主
負
担
分
、
通
勤
費
を
加
算
し
た

額
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
」
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

残
業
問
題
で
は
、
「
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
で
は

社
外
作
業
者
の
時
間
外
管
理
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
改
善
に

向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
が
、
十

分
な
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

36
協
定
の
上
限
を
超
え
る
事
案
は
発
生

し
て
い
な
い
。
会
社
に
は
継
続
的
に
申
し

入
れ
を
行
っ
て
き
た
が
、
十
分
な
対
策
は

講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
上
限
に

近
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
あ
る
の
で
、
今
後



も
継
続
し
て
改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
も
、
残

業
は
こ
こ
数
年
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

「
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
で
は
２
０
０
７
年
度
か

ら
導
入
さ
れ
て
い
る
、
Ｅ
Ａ
Ｐ
（
従
業

員
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
「
心
の
健
康
診

断
ｅ
Ｍ
ｅ
」
の
利
用
の
促
進
を
行
っ
て

い
る
。
」

「
Ｐ
Ｕ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
長
時
間
残
業

や
上
長
か
ら
の
締
め
付
け
に
よ
り
数
多

く
の
社
員
が
メ
ン
タ
ル
に
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
の
問
題
で
は
、
「
Ｓ
Ｅ
・
Ｐ
Ｇ

の
労
供
事
業
を
営
む
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ

ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
職
能
支
部

に
お
い
て
は
、
新
た
な
技
術
の
習
得
は

必
要
不
可
欠
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
新
技
術
な
ど
を
習
得
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

争
議
支
援
に
つ
い
て
は
、
「
Ｐ
Ｕ
Ｃ

争
議
で
は
、
東
京
都
労
働
委
員
会
に
お

け
る
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
は
、

都
労
委
の
和
解
案
の
下
、
10
月
10
日

に
和
解
が
成
立
し
た
。
和
解
内
容
は
組

合
の
主
張
が
１
０
０
％
通
っ
た
と
は
言

え
な
い
も
の
の
、
『
懲
戒
処
分
の
指
針
』

お
よ
び
事
前
協
議
合
意
協
定
の
一
方
的

破
棄
を
撤
回
さ
せ
、
労
働
条
件
の
変
更

を
伴
う
諸
規
定
等
の
策
定
・
改
定
の
際

は
Ｐ
Ｕ
Ｃ
分
会
と
の
事
前
協
議
を
改
め

て
義
務
付
け
た
こ
と
、
ま
た
、
会
社
側

の
不
当
労
働
行
為
、
労
務
短
信
の
虚
偽

記
載
の
非
を
指
摘
し
た
内
容
を
盛
り
込

む
こ
と
が
で
き
た
な
ど
、
十
分
評
価
で

き
る
も
の
で
あ
る
と
の
判
断
で
勝
利
的

和
解
と
位
置
付
け
て
い
る
。
」
と
の
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。

業
界
の
問
題
で
は
、
「
情
報
サ
ー
ビ

ス
産
業
で
は
構
造
的
多
重
派
遣
が
横
行

し
て
お
り
、
重
大
な
法
律
違
反
が
続
い

て
い
る
。
２
０
１
７
年
に
も
東
京
労
働

局
に
お
い
て
派
遣
元
事
業
主
に
対
す
る

派
遣
事
業
停
止
命
令
及
び
業
務
改
善
命

令
が
あ
っ
た
。
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。社

会
の
問
題
で
は
、
労
働
法
制
改
悪

反
対
、
２
０
１
８
年
問
題
、
平
和
問
題

の
取
り
組
み
、
憲
法
改
悪
反
対
、
脱
原

発
、
消
費
税
率
再
引
き
上
げ
反
対
な
ど

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

活
動
報
告
、
方
針
提
案
の
後
、
引
き

続
き
横
山
事
務
局
長
よ
り
春
闘
方
針
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
畠
山
仁
嗣
議
長
代
行
よ
り

２
０
１
７
年
度
決
算
報
告
お
よ
び
２
０

１
８
年
度
予
算
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
で
は
電
算
労
と
電
算

労
組
の
合
同
運
営
に
関
し
て
、
電
算
労
・

電
算
労
組
合
同
運
営
規
定
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

選
挙
で
は
新
役
員
と
し
て
、
電
算
労

組
執
行
委
員
長
（
※
）
と
し
て
小
番
孝

也
さ
ん
、
電
算
労
幹
事
（
電
算
労
組
執

行
委
員
）
と
し
て
井
上
卓
さ
ん
が
選
出

さ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

（
※
）
電
算
労
議
長
は
小
林
寛
志
さ
ん
が
留
任

で
、
電
算
労
組
執
行
委
員
長
の
み
交
代
で
す
。
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経営者への要求

■4%の賃金引き上げ（モデル基準給で）

35才、13,400円
■企業間格差をなくして電算労水準への到達

■一時金は年間で5ヶ月以上

■サービス残業をなくして36協定の遵守

■長時間残業による健康破壊防止のために

12時間以上の勤務間インターバル制度の実現

■時間外割増率の引き上げ 普通残業145%
深夜残業175%

■労働条件改悪につながる就業規則の変更は認め

ない

■ソフトウエア開発にあたっては「新技術の習得、

業務知識の習得」の時間を担保すること

■実質派遣・形式請負をなくして請負化の促進と

派遣法の遵守、派遣労働の改善

■「室内スペースの拡張、休憩室の設置、空調の

改善」など作業環境の改善

■60歳定年を65歳まで延長すること

経営者団体・行政への要求

■コンピュータ労働者の賃金水準の全国全産業水

準への引き上げ

■システム知識、業務知識の教育機会を設ける

■新技術教育制度の拡充

■発注元の単価引き下げと、受注の値引き競争を

やめて、健全な商取引の実施をするため、下請

２法の普及と遵守

■ソフトウエア開発過程における仕様変更に対す

る妥当な納期と対価などの公正取引の実施

■構造的多重派遣と偽装出向の解消

■ソフトウエア開発の短期反復契約の解消

■労働者供給事業の普及、偽装請負の解消

■業界全体の作業環境の改善

２０１８春闘日程

３月中旬 要求提出

３月２７日（火）経営申し入れ（東京）

４月初旬 経営申し入れ（大阪）

４月 ６日（金）回答指定日

４月の第３週 ストライキなど交渉強化

（２）
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電算労アンケートにみる２０1８春闘

配布 2,000枚
回収 79枚
時期 2018年1月

性別 男子 83%
女子 17%

年齢 平均 43歳
勤続 平均 17年
学歴 高校 8.9%

専門 19.0%
大学 70.9%
他 1.2%

結婚 独身 49.4%
既婚 49.4%

扶養 平均 0.76人
職種 ｿﾌﾄ 79.7%

ﾊｰﾄﾞ 0.0%
ＯＰ 0.0%
ＯＡ 2.5%
営業 7.6%
ＰＪ 1.3%
他 7.6%

賃
金
外
の
要
求
で
は
、
「
作
業
環
境
改
善
」
が
最
も
多
く
、
つ
づ
い
て
、
「
技
術

教
育
」
、
「
フ
レ
ッ
ク
ス
導
入
」
、
「
人
員
増
」
、
「
残
業
規
制
」
と
続
い
て
い
ま

す
。
客
先
に
お
け
る
作
業
環
境
に
問
題
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

残
業
時
間
は
こ
こ
数
年
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
年
と
２
０
１
５
年
は
女
性

の
方
が
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
の
回
答
者
の
残
業
が
た
ま
た
ま
多
か
っ
た
だ
け

で
全
体
の
傾
向
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
は
、
「
知
ら
な
い
」
が
今
回
は
39
％
で
、
年
々
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
逆
に
制
度
が
欲
し
い
と
い
う
人
は
増
え
て
３
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
要
求
は
、
例
年
同
様
１
万

円
が
最
も
多
く
、
２
番
目
が
５
千
円

で
す
。

平
均
は
昨
年
よ
り
９
０
０
円
減
っ

て
１
４
，
２
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。生

活
の
状
況
は
３
割
の
人
が
「
苦

し
く
な
っ
た
」
と
答
え
て
お
り
昨
年

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
、
「
変
わ
ら
な

い
」
は
７
％
減
っ
て
54
％
で
す
。

「
楽
に
な
っ
た
」
と
い
う
人
は
、

わ
ず
か
５
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

(3)
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有
給
休
暇
の
消
化
率
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
半
分
以
上
残
る

と
い
う
人
が
過
半
数
に
達
し
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
、
仕
事
が

忙
し
い
と
い
う
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。

健
康
問
題
に
つ
い
て
、
体
の
不
調
は
な
い
、
と
い
う
人
は
ほ
ぼ

昨
年
並
み
で
４
人
に
一
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
体
の
不
調
に
つ
い
て

は
、
相
変
わ
ら
ず
、
１
位
が
「
慢
性
疲
労
」
で
、
こ
こ
数
年
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
続
い
て
、
「
目
の
疲
れ
」
、
「
い
つ
も
眠
い
」
、

「
胃
腸
不
良
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

慢
性
の
持
病
は
、
例
年
同
様
「
腰
痛
症
」
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
は
、
「
心
臓
病
」
、
「
高
血
圧
」
、
「
う

つ
」
、
「
胃
腸
病
」
、
と
続
い
て
い
ま
す
。

通
院
し
て
い
る
人
が
３
割
も
い
ま
す
。
薬
の
常
用
も
１
割
い
る

な
ど
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
開
発
は
、
た
だ
で
さ
え
ス
ト
レ
ス
の
多
い
仕
事
で
あ
る

上
に
、
残
業
が
多
く
、
多
く
の
人
が
体
の
不
調
を
抱
え
つ
つ
、
仕

事
を
し
て
い
る
状
況
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。
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新
し
い
技
術
に
つ
い
て
い
け
な
い

人
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
若
干
減
っ

て
い
る
も
の
４
．
３
人
に
一
人
は
つ

い
て
い
け
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

必
要
を
感
じ
る
技
術
に
つ
い
て
は
、

例
年
同
様
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
最

も
多
く
、
続
い
て
「
言
語
」
と
「
Ｗ

ｅ
ｂ
技
術
」
と
続
い
て
い
ま
す
。
今

回
は
昨
年
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
」

と
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
「
言
語
」

と
「
Ｏ
Ｓ
」
に
入
れ
替
わ
っ
た
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
で
使
用
の
言
語
は
、
Ｊ
ａ
ｖ

ａ
が
最
も
多
く
（

18
％
）
、
続
い
て

Ｓ
Ｑ
Ｌ
、
ド
ッ
ト
Ｎ
ｅ
ｔ
、
が
多
く
、

Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
が
昨
年
の
２
位
か
ら
４

位
に
後
退
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
、
５

０
人
以
上
の
職
場
で
は
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
「
導
入
済
み
」
は

27
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
は
「
関
わ
っ

た
」
が
３
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。
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約
３
割
の
人
が
客
先
常
駐
で
す
。

常
駐
の
形
態
で
は
、
「
派
遣
法

に
基
づ
く
派
遣
」
が

35
％
で
、
業

務
委
託
が
60
％
で
す
。

常
駐
先
で
の
勤
務
形
態
は
、

「
自
社
の
形
態
が
優
先
」
が

13
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
指
示
で
は
「
自
社
の
人
」

が
昨
年
と
同
様
に
わ
ず
か
13
％
で
、

87
％
も
の
人
が
客
先
か
ら
指
示
を

受
け
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
実
態
派
遣
の
形
式
的

な
請
負
い
契
約
が
多
く
、
偽
装
請

負
が
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
裏
付
け
て
お
り
、
相
変
わ
ら
ず

業
界
の
不
健
全
さ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
客
先
常
駐
で
仕
事
の
指

示
も
客
先
か
ら
受
け
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
裁
量
労
働
制
を
と
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
人
件
費

の
削
減
目
的
が
明
ら
か
で
す
。

間
に
何
社
入
っ
て
い
る
か
は
、

「
直
接
契
約
」
が
３
分
の
１
程
度

で
、
１
社
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

29
％
、
２
社
が
21
％
で
３
社
も
14

％
あ
り
ま
す
。

形
式
的
な
請
負
契
約
が
相
変
わ

ら
ず
多
く
存
在
し
、
さ
ら
に
は
多

重
下
請
け
契
約
と
い
う
業
界
の
不

健
全
さ
が
解
消
さ
れ
る
に
は
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
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